
 

  

 

平山
ひらやま

小学校
しょうがっこう

のみなさんこんにちは。ナミビアの小学校で先生
せんせい

をしている吉野
よ し の

です。 

もうすぐ 3月
がつ

、6年生
ねんせい

は卒業
そつぎょう

、1～5年生は進級
しんきゅう

が近
ちか

づいてきましたね。みなさんが、この残
のこ

りの期間
き か ん

で、

学習
がくしゅう

のまとめをしっかりしつつ、今の学年での思
おも

い出
で

をたくさんつくれるよう願
ねが

っています。良
よ

い思い出

だけでなく、つらかったり大変
たいへん

だったりした思い出も、後
あと

から思い返
かえ

すと、自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

に必要
ひつよう

な良い経験
けいけん

だ

ったと思えることも山
やま

ほどあるはず！ナミビアから応援
おうえん

しています。 

さて、そもそもの話
はなし

ですが、なぜ私
わたし

は今
いま

ナミビアで先生をしているのでしょう。昨年度
さくねんど

の離任式
りにんしき

で突然
とつぜん

、

「ナミビアへ行
い

きます」と伝
つた

えましたが、あまりくわしい話はしていなかったと思います。少
すこ

しむずかしい

話になりますが、今日
き ょ う

は、「吉野先生はなぜナミビアへ行ったのか」について書
か

いていきたいと思います。 

 

吉野先生はなぜナミビアへ！？ 

 私は、毎回
まいかい

ナミビア通信のタイトルの右側
みぎがわ

に、「JICA
じゃいか

青年
せいねん

海外
かいがい

協 力 隊
きょうりょくたい

 2023年度
ね ん ど

1次隊
じ た い

」と書いています。

私はこの「JICA海外協力隊」という事業
じぎょう

に参加
さ ん か

したことで、ナミビア行きが決
き

まりました。実
じつ

は、6年生の

社会科
しゃかいか

の教科書
きょうかしょ

に、この「青年海外協力隊」が出てきます。最後
さ い ご

の方
ほう

の単元
たんげん

なので、ちょうど今頃
いまごろ

学習して

いるかもしれませんね。今日はその教科書のページを参考
さんこう

にしながらお話していきます。 

 

 

 

 ODA（政府開発援助）は、政府
せ い ふ

による国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の活動
かつどう

 

のことです。「開発
かいはつ

途上
とじょう

国
こく

」とよばれる十分
じゅうぶん

な社会環境
かんきょう

が 

整備
せ い び

されていない国
くに

に対
たい

して、産業
さんぎょう

や生活
せいかつ

のための援助
えんじょ

を 

「先進国
せんしんこく

」とよばれる国が行うことを国際協力といいます。 

日本の政府も、このODAとしての活動を行っています。 

 

国際協力は、政府によるものだけではありません。政府 

の活動とは別
べつ

に、支援
し え ん

が必要と思われる場所
ば し ょ

へ行き、現地
げ ん ち

 

の助
たす

けとなる活動をする人もいます。政府から独立
どくりつ

して活 

動している民間
みんかん

の団体
だんたい

は NGOとよばれています。 

 

ナミビア通信
つうしん
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①ODA（政府
せ い ふ

開発
かいはつ

援助
えんじょ

）とは？ 



 

 

 

 

 

 

JICAとは「信頼
しんらい

で世界
せ か い

をつなぐ」を合言葉
あいことば

に、①で説明
せつめい

したODAを行
おこな

う日本
に ほ ん

の政府
せ い ふ

機関
き か ん

です。 

JICAは開発途上国と日本を結
むす

ぶ「架
か

け橋
はし

」となって、開発途上国の困
こま

りごとの 

解決
かいけつ

に協 力
きょうりょく

しています。日本の経験や技術
ぎじゅつ

を伝え、開発途上国の人々
ひとびと

がより 

良い生活が送
おく

れるようお手伝
て つ だ

いをしています。 

 

 

 

②で説明した「JICA」という政府機関が行っている事業の 1 つに「JICA 海外協力隊」とよばれるボラン

ティアを開発途上国に派遣
は け ん

する事業があります。教育
きょういく

や医療
いりょう

、農業
のうぎょう

などの分野
ぶ ん や

で「自分の知識
ち し き

や技術を生
い

かしたい」という意欲
い よ く

がある人
ひと

、「途上国の役
やく

に立
た

ちたい」という想
おも

いがある人が自分から参加し、開発途

上国の人々に自分の知識や技術を伝えます。 

※「青年海外協力隊」は「JICA海外協力隊」の種類
しゅるい

のうちの１つです。 

 

 

 

 私は大学生
だいがくせい

になるまで飛行機
ひ こ う き

に乗
の

ったことも海外
かいがい

に行ったこともありませんでしたが、大学生になって、

海外の高校生
こうこうせい

に向
む

けて授業
じゅぎょう

をするチャンスがあったので、思い切
き

って挑戦
ちょうせん

してみました。その経験を通
とお

し

て「もっと色
いろ

んな世界
せ か い

を知
し

りたい」という気持
き も

ちが生まれ、それがきっかけで JICA 海外協力隊を知りまし

た。現地
げ ん ち

の人と同
おな

じような生活を送
おく

りながら、自分の専門
せんもん

知識
ち し き

を生かすことができる JICA 海外協力隊に参

加することで、先生として働
はたら

いてきた経験を途上国の人々のために生かしながら、その国のことを学
まな

んだ

り、日本ではできない経験ができたりして自分の成長
せいちょう

につながると思い、参加することに決
き

めました。 

 

 

 

 私は、「小学校教育」という分野で派遣されたので、現地の小学校に勤務
き ん む

して、算数
さんすう

や情報
じょうほう

、図工
ず こ う

などの

授業を担当
たんとう

しています。私の活動のくわしい内容
ないよう

については、今後
こ ん ご

少しずつ紹
しょう

介
かい

していきます。 

 

 

 

 

②JICA（ジャイカ）とは？ 

④吉野先生はどうして JICA海外協力隊に参加したの？ 

③JICA海外協力隊とは？ 

⑤吉野先生は今どんな活動をしているの？ 

↑算数の授業 ↑情報の授業 ↑図工の授業 ↑日本とのオンライン交流
こうりゅう

 


